
令和４年度教育事業 

北海道ｱｳﾄﾄﾞｱﾌｫｰﾗﾑ 2022 
 

趣旨 国立日高青少年自然の家が青少年教育のナショナルセンターとしての役割を果た 

すべく、豊富な自然環境を有する北海道において、道内で活動しているアウトドアの担い 

手が、未来を担う青少年の育成にいかに貢献できるのか以下３つの観点から考えていく。 

①「アウトドアの強みを共有し、さらに磨きをかけ、強靭な業界の基盤をつくること」 

②「アウトドアが社会にさらなる貢献をしていくきっかけの場とすること」 

③「アウトドアが未来を担う青少年の育成について寄与していくこと」 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

プログラム 

 
 
 
 
 
 
◆基調講演講師 井田 芙美子 氏（株式会社いただきますカンパニー/代表取締役） 

           『ｱｳﾄﾄﾞｱ業界にﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ&ｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝを取り入れたら、いただきますｶﾝﾊﾟﾆｰが生まれた話』 

            鈴木  みき 氏（イラストレーター） 

             『北海道には本当のアウトドアがある！』 

            野口  和行 氏（慶應義塾大学/教授） 

             『改めて「アウトドア」と「教育」を考える』 

◆トークセッション 『ちゃんと楽しいアウトドア』 

               登壇者：井田 芙美子 氏、鈴木 みき 氏、野口 和行 氏  

             進 行：白川 美穂 氏（NPO法人登別自然活動支援組織モモンガくらぶ） 

◆選択ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 27タイトル （23タイトル：75分、４タイトル：150分） 

◆展示出展   19団体  ◆ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ  12タイトル  

 
【成果】・講演では、アウトドアとの関わり方が異なる３名の方からご講演いただいたことで、「ちゃんと楽しいア

ウトドア」について多角的視点からのお話を聴くことができ、参加者の満足度に繋がった。 

・フォーラム後に参加者同士でワークショップを開催するなど、イベント中だけに留まらないつながりが

できた。 

【課題】・現地集合開催において、体験や交流の質を保ちながらの感染症対策について検討する必要がある。 

国立日高青少年自然の家 

テーマ：ちゃんと楽しいアウトドア 

期 日：令和４年１１月１１日（金）～１１月１３日（日） 

主 催：国立日高青少年自然の家 

運 営：国立日高青少年自然の家、国立日高青少年自然の家運営協議会北海道アウトドア専門委員会 

北海道アウトドアフォーラム企画委員会、北海道アウトドアネットワーク推進委員会 

協 賛：味の素株式会社 

後 援：北海道、北海道教育委員会、国土交通省北海道運輸局、日高町、日高町教育委員会 

    北海道新聞社、日本野外教育学会、北海道アドベンチャートラベル協議会 

    北海道キャンプ協会、北海道青少年教育施設協議会、北海道体験観光推進協議会 

対 象：北海道内のアウトドアの担い手 

アウトドア事業者、自然体験活動団体職員、野外教育研究者、行政職員、大学生等 

人 数：155人（オンライン含む） 

 

※色付きセルはオンライン配信コンテンツ 


